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統合生命科学教育プログラム

科目コード 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

10PIB001 統合生命科学入門 1

初めに統合生命科学教育プログラムの目指すものを概述
する。次に生物学発展の原動力を歴史的観点から述べ現
代生命科学の特徴を俯瞰する。その上で、統合生命学と
は何か、なぜ必要なのかを概述する。特に現今得られつつ
ある大量情報、即ち、ゲノム、RNA、タンパク、糖、代謝産
物等の配列と構造情報、時空間発現情報を統合し、細胞、
組織、器官あるいは高次機能、病気、環境応答の解明に
結びつける統合生命科学の意義を論じる。

富永　真琴

20DFM001 機能生体分子科学 2

生命現象を分子レベルで理解するための物理化学的なア
プローチ法の原理と応用について、実例を交えながら概説
する。特に生命分子の立体構造・ダイナミクス・相互作用に
関して原子レベルの分解能での情報をもたらす核磁気共
鳴（NMR）分光法、および生命分子のダイナミクスの素過程
を１分子レベルで直接明らかにする１分子計測法について
解説する。生命現象を物理化学的観点から理解するため
の題材として、糖タンパク質、膜タンパク質、モータータンパ
ク質等の構造機能の研究をとりあげて解説し、統合生命科
学の基盤となる分子科学の知識と思考を養うことを目指
す。

飯野　亮太
加藤　晃一
西村　勝之

20DSM004 構造生体分子科学 2

様々な生命現象を分子レベルで概説する。特に、タンパク
質立体構造と機能の基礎、生命のセントラルドグマである
DNAの複製、RNAへの転写、蛋白質への翻訳や、細胞内
の恒常性維持、呼吸や光合成などの生体エネルギー変
換、生体内情報伝達、視覚に代表される感覚受容、神経細
胞での生体電気信号の発生などについて、最新の研究ト
ピックスを題材としながら、それらの分子機構について講述
する。

青野　重利
古谷　祐詞
古賀　信康

10SLS011 バイオインフォマティクス演習 1

ゲノムインフォマティックスの基礎と応用を、講義と演習を
交えながら解説し、プロテオミクスやトランスクリプトームに
ついても学ぶ。
1) 配列情報の解析法の基本原理と実戦的なスキルを身に
付ける。
2) トランスクリプトームやプロテオームデータの解析法の基
本原理と実戦的なスキルを身に付ける。
3) ゲノムインフォマティクス研究の最新動向と展望を知る。

重信　秀治

10SLS014 イメージング科学 1

生物学、医学分野においてイメージング手法は多岐に亘
る。古くは形態学手法の雄としての顕微鏡があり、新しくは
MRI、PET、MEGなどの医用イメージングがある。特に蛍光
蛋白質を用いた蛍光イメージングは実験生物学の必須
ツールとして近年爆発的に普及した。イメージング科学は
画像データを生成する各種計測手法、画像データをディジ
タル処理する各種画像処理ソフトウェア、画像データを定
量解析する画像解析法の３つより成り立っている。本講義
では最先端の３次元画像計測法と定量的画像解析法に焦
点を当てる。前者ではトモグラフィー法の理論とその実践と
しての３次元電子顕微鏡法、生物個体や組織など厚みの
ある試料の３次元計測が可能な光学顕微鏡法、後者は新
しい数理ツールをベースとした画像データの定量解析法を
紹介する。イメージング科学を通底する原理を学びつつ、
先端研究を概観したい。

村田　和義
野中　茂紀

10PIB002 統合生命科学シリーズ 1

大学院生が分子、細胞、個体に至るさまざまなレベルの生
命現象を、幅広い視野から統合的に学ぶために設定され
た専門基礎科目です。統合生命科学教育プログラムを担
当している7専攻（構造分子科学専攻、機能分子科学専
攻、基礎生物学専攻、生理科学専攻、遺伝学専攻、生命
共生体進化学専攻、統計科学専攻）が、大学院博士課程
前期の学生も理解できるように、それぞれの専門について
魅力的でわかりやすい、7つの講義シリーズで実施します。

富永　真琴

10SPS014 生体分子シミュレーション入門 1

生体系の分子シミュレーションを行うために必要な知識に
ついて講義する。特に解析力学、統計力学の概要、分子動
力学シミュレーションの基礎、拡張アンサンブル法など生体
分子のシミュレーションを効率的に行う手法、シミュレーショ
ン結果の解析方法などについて解説する。

斎藤　真司
奥村　久士
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10DESb05 統合進化学 2

地球上の生命体は、分子・細胞から社会・生態まで複雑さ
のことなるさまざま階層（システム）から構成されている。そ
の各システムの進化を、”システムを構成する各要素”、”
要素間の相互作用”及び”相互作用の記述（理論）”という
観点から論述する。

颯田　葉子

10SLS002 分子細胞生物学Ⅱ 2

分子細胞生物学の以下に示す基本的諸課題について概
説し議論する。転写、翻訳制御、タンパク質の構造と機能、
翻訳後修飾、染色体構造・動態、細胞・オルガネラ・細胞骨
格の構造と動態、代謝、細胞内輸送、シグナル伝達、細胞
イメージング

前島　一博
野中　茂紀

10PIB003 生物情報学 1

ゲノム、RNA、タンパク質、糖鎖、代謝産物等の大量生命
情報を取り扱う統計学、情報科学の基礎と手法、遺伝子
ネットワークやタンパク質ネットワーク等に関するシステム
生物学について論述。複数の短講義から構成され、学生
の志向に合わせて選択することが出来、重複しない2科目
を選択して1単位とする。

颯田　葉子

10PIB004 生命起源論 1

地球上にどのようにして生命が誕生し、自己複製能力を獲
得したのかを、有機化学、分子生物学、極限生物学、宇宙
科学の立場から広く講述し､生命進化の過程を分子レベ
ル、エネルギーレベルで考察する。

宮城島 進也

10SPS018 基礎生体分子科学 2

物理化学の基礎を生命科学分野への応用を意識して見つ
めなおすと同時に、構造生体分子科学や機能生体分子科
学を履修・習得するための基礎的素養を養う。講義は教科
書に沿って行い、具体的には熱力学、生物学的標準状態、
化学平衡の温度依存性、拡散現象、反応速度論、酵素反
応、生体分子の動態などについて生命科学的実例を交え
ながら概説する。

秋山　修志
飯野　亮太
古賀　信康

10PIB005 メカノシステムバイオロジー 1

環境あるいは細胞・組織の機械的力が様々な生命現象、
例えば個体発生、脳神経系の形成、循環器系、認知・記
憶、に重要な役割を果たす。講義では様々な生命系でどの
ようにして細胞が機械刺激を受容し、シグナルを伝達し、反
応するか（機械的シグナル伝達）を、また明らかになった機
械的力をどのように医学的、工学的に応用できるかを論述
する。

富永　真琴

10PIB006 定量生物学 1

主に細胞生物学分野や発生生物学分野を対象に、実験
データ（顕微鏡画像など）の定量化と、定量的なモデルの
構築を通じて、ダイナミックな生命現象を定量的に理解す
る基礎的な方法論について論述する。

木村　暁

10PIB007 統合生命科学実践コース 1
統合生命科学を研究対象とする研究者から最新の研究手
法を、講義と実地演習を通して習得する。 富永　真琴

20DGE016 進化ゲノム生物学 1

適応進化、中立進化、種分化、共生進化、エピジェネティッ
クス進化などの進化遺伝学と集団遺伝学の基礎的概念と
これまでの知見を概説したのちに、最新のゲノム技術で得
ることの出来る新しい展望について議論を行う。

北野　潤
斎藤　成也
明石　裕
石川　麻乃
宮城島　進也
角谷　徹仁
黒川　顕
松本　知高

20DGE001 発生生物学Ⅱ

20DGE002 発生生物学Ⅲ

20DGE003 発生生物学Ⅳ

1

細胞運命決定、細胞分化、形態形成や個体の行動制御等
の個体発生の様々な現象を、遺伝子発現調節、細胞間相
互作用、細胞内情報伝達等の分子機構や進化の視点から
議論し、論文講読とディスカッションを通した演習を行う。

相賀　裕美子
岩里　琢治
城石　俊彦
澤　斉
平田　たつみ
佐藤　豊
小出　剛
酒井　則良
野々村　賢一




